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町長や教育長による ESD取り組みのイニシアティブによって、羅臼町における ESD の取
り組みは主に幼稚園から高校にいたる知床学を中心にした学校教育を通じてなされてい
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さらに町民の ESDへの関心の喚起と町内各ステークホルダーの連携を強化することを目







今後も ESD地域創生に関する懇談会を開催することとなった（2020年 5月、10月を予定）。 
冒頭で述べた町民への ESD の普及、町内の各ステークホルダーを ESD という視点でつな
ぐことなどが本プロジェクトの大きな課題であったが、ESD-J と共に今回開催したミニ懇
談会がブレークスルーにつながる可能性があることを見出した。世界自然遺産地域である






   （あべ・おさむ 本プロジェクト代表、立教大学 ESD 研究所長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
